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第2図　　温室の東方より変電室を隔てて新館を望む．

　　　　　背景：右端は堆肥舎，rl1央ej：　A↓il，学校．

　昭和15年8／］n本遺伝学会は，京城において開催きれた第13回大会において，満場一・致をもつて国立遺伝学研

究所設立決議案をpJ決した．翌16年4月H本学術振興会に設けられた，第4（遺伝）特別委員会は遺伝学研究の振興

を計ると共に，日本遺伝学会と協力して国立研究所0）実現0）ためあらゆる努力を捧げた．こ0）特別委員会は昭和23年

6月解散するまで前後171Pil　O）委員会を開き，本所の設立の機運を醸成する上に大なる貢献をなしたことは周知の如

くである．さらに昭和22年5月rl本遺伝学会0）資産の1部をもつて財団法人遺伝学研究所を設立し，側面的に国立

機関の設置を促進するように努めた．かくして内閣の交代，国会の解散，農地問題，G．　H．Q．との交渉の停頓など，

幾多の難関に出会つたが，うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得，昭和23年7月片山

内閣の第2国会において少額ながら初年度予算の通過を見るに至つた．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに

至らず，翌昭和24年5月吉田内閣の第5国会になつて初めて設置法案が可決され，同年5月31日文部省設置法0）

公布となり，それにもとづき6月1日をもつて待望10年の国立遺伝学石斤究所はこ＼に誕生を見るに至つたのである．

そこで事務所をとりあえず文部省内に設け事務を開始したが，同年9月＾　三島1｝∫1りm三の常士ptrミ業株式会ト1所有地23，526

坪を買収し，翌月同社所有の建物1，347坪を借受け，12月1n事務所を同所に移し，枡究所の陣容初めてやや備わ

るに至つた．この建物はその後文部省において購入し（昭和26年3月，12Jj　．），内部に大改造を施すと共に外部を補

修し，付属建築物の新設，圃場の整備を行つたが，中にも昭和27年度において完成した新館及び調節温宝の完成に

より，いささか面目を．噺した．これら研究用施設の拡充，宿含の増設等については文部省当局，静岡県，　三島市，

H本専売公社等の同情と援助とに負うところ多大なるものがあつたことを銘記しなければならない．

　本所の構成も最初研究部門は第1，第2，第3の3部であつたが，昭和28年度に生化学遺伝至‡1；を増設して形質遺伝

部，細胞遺伝部，生理遣伝部，生化学遺伝部の4部となつた．

使 《1IP

遺伝学研究所とは何をする所ぞ，なぜこれを大学付置にしなかつたか，なぜ三島のような不便な一f二地を1巽定したか

ということは局外の人々からしばしば受ける質間である，

第3図　　圃場（1」1イ＝三番ll間）より溺『館（左），本館（中央）

　　　　　及び調節温室佑）を望む．

　順序としてまず遺伝学の碇要性から述

べよう．生物の有するすべての形質ば，

・見しただけでは解らない生哩的形質を

も含めて，遺伝子と細胞質や環境との相

71：作別により決定される．最近の研究に

よれば遺伝子は1二は入勢／iより下はバクァ

リア，バイラ・dこ至るまであらゆる生物

体に含まれ，ひとり遺在の原基であるば

かりでなく，実に生命の根原というも過

言ではない．かつては細胞が生物体組織

の単位であるとされていたが，今日では

細胞の何万分の1かに過ぎない微細な遺
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伝子が第1吹的単位であることが認められるようになつた．このように重要な遺伝子が細胞質との協同において，い

かにして親から子に伝わり，自然的又は入為的にいかなる突然変異を起し，環境の影響が個体形質の表現にいかなる

変化を与えるか，遺伝子作用発現の経路はどうか等の問題を研究するのが遺伝学である．従つて遺伝学は生物学の中

核ともいうべきもので，分類，形態，組織，解剖，，生理，病理等と密接な関連を有するばかりでなく，応用方面では

農学，医学とも不可分の関係を有し，さらに教育，心理，法律との間にも重大なつながりを持つ．本所はこのような

重要な科学であり，かつ比較的近年発達した学問である遺伝学を，従来でも世界的に高い水準を保つて来た日本の遺

伝学研究者として更に“一一一iL層これを推i進すると共に，特別研究生，研修生の制度を設けて新進の研究者を指導育成する

、ζとを使命としている．将来本所に既設の4部の外更に応用遺伝部，突然変異部，人類遺伝部，進化遺伝部等が増設

滝られ，各部相互間の有機的活動によつて遺伝を申心とするあらゆる重要テーvについて総合研究を試みるに至つた

ならば，斯界に一一一・4新紀元を画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空申楼閣とはいえないであろう．

　上述の如く本研究所は現在のところ研究員の数，施設，予算等いずれの面から見てもまだびようたる1機関に過ぎ

ないが，その設立は外国の専門雑誌にも報道され，著名な学者から祝意を寄せられ，また来朝した外国の学者のわざ

わざ本所を訪間される者も多い．本所の国際的声価はこれらの事実によつても推定することができよう．最近来訪し

た外国学者の申には遺伝学の研究によるノーベル賞受領者申唯一の生存者たるH．J．　Mur．LER博士，稲の遺伝及び育

種の研究で著名な印度のK．RAMIAH博士，ショウジョウバエ遺伝学研究の初期に温度の影響について研究して名を

知られたH．H．　PLouGH博士，ジャカルタのUnesco事務局のA，　WoLsKY博士，広島のA，　B．　C．　C．のW．　J．

ScHuLL博士，同D．J．　McDoNALD博士，　Jou血al　of　Heredityの編集主任R，　C．　CooK博士，・・ワード大学教授

M．W．　YouNG博士，印度の育種学者U．　PARTHAsARATHY，　A．B．　SARAN，　M．B．　V．　NARAslNGARAoの3博士らをあ

げることができる．殊に国際物理学会に参加したイェール大学教授J．G．　KIRKwooD，コーネル大学教授P，J．　FLoRY，

ベルギーの1．PRIGOGINNの3博士が忙がしい日程を繰り合せて本所を見学されたことは，専門外の科学者もまた本

研究所の存在に関心をもつた結果さいえよう・更に国内的に見ると・本研究所は今や日本遺伝学界のメッカとなろう

としている．わが国の遺伝学者で本所を訪ねない、ものは殆どないというも過言ではあるまい．われわれ研究員はこの

重大なる責務を果すため文字通りH夜粉骨砕身しているしだいである．

　遺伝学は上に述べたように生物学のうちで最もおくれて発達したものであるから，大学では既存の学部教室の間に

割り込んだ形で研究が行われている現状であり，全国数百を数える大学のうち，遺伝学講座を有するのは，わずかに

鯨天李惚学醐京鞭学齢部）パ阪大学（医輔ヅの涙靴繊な・汀か鱈ロ鵬学撫3大学と
も異なつそいる．この事実は遺伝学がある特定の学蔀に所属ぜじある亘1まあまりに内容が広汎に過ぎることを表わし

ているものである．その上に1大学の付置研究所となる’tきほ，”いきおい当該×学の出身者の専有物fヒする煩向を生

じ，従来全く派閥を超越し，互に協力して斯学に貢献して来た美わしい日本遺伝学会の伝統をそこなうおそれがある．

文部省直轄研究所としての現在の在り方が最も当を得たものといわなければならない．

　三島に設立するに至つた理由はこうである．遺伝学研究所としては建物の外に相当面積の土地が実験圃場として是

非とも必要である．また実験用の植物の栽培や動物の飼育のためには空気のよい，気候温和の地域であり，また東京

へ日帰りのできる範囲内であることが望ましい．研究所設立当時（昭和24年）においてこれらの条件，特に研究所

として直ちに使用し得べき建物を有する場所は容易に見当らなかつたのであるが，幸にして三島市にほぼ適当な一ltilU

建物が見つかり，静岡県並びに三島市も研究所招致に熱意を示されたので，静岡，伊香保，善通寺等に候補地もあつ

たが，結局この地に決定した次第である．　　　　　　　・・　i・・

第4図　　新館の1部：階土は図書室及び書庫，

　　　　　階下は電子顕微鏡室，X線室．
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第5図　　桑園より鶏舎と研究所とを隔てて南方

　　　　伊豆の山々を望む．
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1第6図（左）

第71．r“el（（i）

カイコの褐四斑：褐田の有無を支配する寸三因子は安定であるが，斑紋の数をつかさどる変更因

子は不安定である．この写真はこぶと褐円との共存する1，の．

サクサン：日長効果利川a・越年性支配実験el1　a）もの，木箱内飾乍．

組織　と　機構

土　地

戸斤f／三　　1旅「｜「dljl［　三，〔1∫1了イミイH1，1］1そ称」／巨　（f｛；1：舌・：三、［ε771－2）

面積　　　総叩数

　　　本館及び折館敷地

　　　佃場吸地

　　　j口路1／tw地その他

一f’：地は1島市の・］〔南隅，

24，525　fド

3，162咋

］3，993　」γド

7，370ゴソド

　　　　　　　　　　　丘陵上にイJ／：し，東H∫より西方

は傾斜面をもつ　口1ゾ地に胆なり，弓〔北㍑箱恨諸01に・移行

する．酉北に富’｛：を望み，mにノ違nを初め伊豆の川々を

指呼し，9〔は丹那，山山に対し，西南雲煙の旧1に駿河湾を

望見する等，風光明媚，気沽く水澄み，俗塵を絶した静

寂境である．

　建　物

総坪数
　本館（延坪）

　折館（延圷）

　温室

　調節温室

　養蚕室

！糠欝総
恒　二’、・ご　，，

］，87］．51γ

1．170．0

　180．5

　46．0

　26．5

　31．5

頂自1・j『了ち己　　　　　　　88．0」・r

堆肥含，農具舎50．O

車庫　　　　　　16．0

変電室　　　　8．8

宿含　　　　243．3

渡廊下（延圷）　10．9

パc　「へざミ　’ヒゴ’

　建物のうら本館と宿舎と｛部ζ．L：産業時代の建築で，こ

れに間仕切等の改修を加えたに過yないが，その他はす

べて研究所として折築したものである．叩にも1部静岡

1日の寄付による｛り1館は鉄筋・rンクリー．一ト造，研究所に一“1：、

さわしい麺物で・あり，これの落成によつて本研究所㍑そ

の而「1を．・折したというも過、一ξではない．

　以1：の如く本研究llψ環境は静寂1！［IJ雅であつて，文償

そ．り仙の施設がi元己備し，こ＼だけで大体独立して研究が

遂行できる1：うになつた睨には，実に叩分のない理想境

であるパこだ現イにのと○部儲の・：ックナンバ・一㍑殆ど

tt∫し、／ノ，｝i〕乏f疽」もま7ご・1’ク♪一ζ，’1；：えξし、し・）ずこ㍉　JU（万〔，　名甘∫屋，

元〔都そ0）仙の大学や研究1り『の按助を受けなけれげならぬ

ので，その点不便を免かないのを潰憾とする．

　：欠又し力女llく　〕㌻婿1：｛’ll／多・1ノとも｛ド々ナ曽力IIL，1）f頃1自Jlこ∂）るカミ，

本所は設立当時の特朔ミ：‘」葬情により，新設に伴う臨時費の

計1：なしに発足した関係」：，年々経常費を以て1臨時的1性

質の経費をも支弁していかなけれげなll，なt、　・．これが本

所の大きな悩みであつて，そのため各種共通の経費を夢1

き夫つた径，仏研究宝に配分される研究呈？は，常識酌に

第8図（左）　野外作業ソ）ためのビ・．チ・ペラソ1！．

第9図（向　／lgi’op．’vrθn　Xi’iti（・eu］lz：川ジク“嘱・1・　11（f・．め・fl三性雑’1、：，染酬・婆2“7、・、・…㌧1川先川1な

　　　　　　　…　カ・L・．・イ’イr～ゴ・り　li珊貫ljiAl　i；i｛（20”C，　80ソ6）　1二／v　・1　t　c　8　）j　iこjlll　T；E〔IJ　l　．ヒ，ノニt、、㌦，

3

1



第10図（左）

第11図（右）

小麦の袋がけ．

サトウダイコン：アメリカで育成された耐病性品種の刀ご生セ11　1レヒチ〉処理して四倍体を作u，

調節温室を使川して年内に開花結実させる．

予算

年　度　別

ilfl不0　25　】｛ド度

〃　26　〃

〃　27　〃

〃　28　〃

経　　常　　費

　　　　1．1］
　14，759，000

17，914，000

20，296，0f｝0

25，578，000

科学研究費
　　　　1」］
　2，368，079

2，700，000

8，800，000

6，500，000

＼ノ　罐塑蟹』一一＼
　1第12図　　Ehrlich腹水癌細胞の染色体．

は考えられないほどの小額となり，わずかに科学研究費，

科学試験研究費，委託研究費等によつて研究を続けてい

る実情である．

　官制
　文部省設置法（抄）

（Uf－1不1124　イド5J］　31　11　　7去Zlt第146　りL）

（国立の学校等）

第13条　文部大臣の所轄の下1こ国立学校及び左の機関

　を蹄く．

　　ll本ユネスコ国内委員会　統計数理研究所

　　国立教育研究所　国立遺伝学研究所

科学II式験研究費

　　　　川
　　150，000

150，000

150，000

370，000

科学研究助成費　1愉人機械咄人費

o

50，00｛｝

o

216，｛｝OO

0

o

　　国　、㌧：科学博物館　　lil、7：国語研究所

　　国　、7：近代L’：術館　　H　本　芸　術　院

　緯　度　　観　測　所
（評議員会）

第ユ4条　前条の機関のうち，国、㌧：教育研究所，国、フ1科

　学博物館，統計数川研究所及，び国、フニ遺伝学研究所に’：’

　れぞ）tt評議員会をliS亡く．

　2　評議員会は，それぞオ助機関の事業計画，経費力

　　見積，人事その他の運営管∫ll！に関する乖嬰事項に・

　　いて，そイしそれの機関の長に助言する．

　3　そイしそれの機関の長ejr，，評議員会の推薦に」こり，

　　文部大1：・1が任命する．

　4　評議員会は20人以内〃帰1犠員で組織する．

　5　評議員は，学識経験のある者のうちカ・ら文部ノく臣

　　が任命する．

　6　評議t．1の推薦，任期その他評議員会の組織及び運

　　営の細日についてift　ilV）（令で定める．

（国立遺伝学研究所）

第21条　国立遺伝学研究所U－，遺伝に関9“’る学理の総

　介及びその応川の基礎的研究を’つかさどリ，あわLtl一で

　遺伝学の指導，連絡及び促進をはかる機関と9－一る．

　2　遺伝学研究所の内部組織は，文部省令で定める・

　文部省設置法施行細則（抄）

（i］fl不1｜28　イド1　Jj　13　11　　文8］～省令・第2　り，　1liJ｛1三8　H　1

　日改1臼欧C決の1ひ・つづく）

｝
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機構図

（実線は現在を示し，破線は拡充予定計画を示す）

　　　　　　　　　　　　　一第1研究室（動　物）田中

　　　　　」㌶纏一les　2研究室（植物）松村

　　　　1　　　－1第3研鰹（人類）蹴（兼）

　　　　1

所

長

小

熊

細胞遺伝部1（部長竹rl・i要）

一［es・研鰹（動物）吉田

一第2研究室（植　物）竹中

一ies　3研鰻（細胞質）辻田剰

一第・確鏑物）駒井1

（生理遺伝部白ｷ駒非卓）鼎第2研麹植物）酒井

一一
撃?刀@3研麹数理）酒井⇒

第13図　ショウジョウバエの唾腺染色仏．

一第1研究室（動　物）辻田

（生化学遺伝部白ｷ辻田光却）田第2研鎧（植物）林
コ

応用遺伝部

突然変異部

人類遺伝部，

数理遺伝部

進化遺伝部

一一
撃?メ@3研麹微働林（兼）1

一1庶撚　杉　生1

第14図

難轟灘灘灘聾繋饗黛

ニンニクの根端細胞の染色体．

　　　　　　　　　　　講

庶　務　　部
（部長乙藤宜一・）

会計課 宮⇒
（内部組織）

第63条　国立遺伝学研究所に左の5部を置く．

　1　　庶務部　　　　　3　　細胞遺伝部　　　5　　生化学遺伝部

　2　形質遺伝部　4　生理遺伝部

第69条形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部及び9三化学遺伝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15図　種なし西瓜．

細・おいては，前条に定めるも・」”・・外，酬‘の所掌事務に関し，左の事務をつかさどる．

1　国の機関の求めに応じ，人口，優4三，農業等に関する政府の施策について，科学的基礎養料を提供すること、

2　国及び地方公共団体の機関，大学，民間団体等の求めに応じ，協力し，指導すること．

3　内外の諸機関と連絡協力すること．

4　研究成果の刊行及び研究会，講習会等の開催その他研究の促進に関すること．

＊各部の暮門に属する分野の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

．メ



ltl　．fi　Mp　ls　　　　　　　lt

　　第16図（左）

　　第17図（右）

」7　　　　　1S

ある小頭の一族の家系．

週期性脱毛のマウス．

職　員（昭和28年9月20日現在）

　研究員

　　官職

　　文部
　　教官

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　e

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　雇

　　　〃

v
　　　〃

　　6

　職　　名

形質遺伝部長室長

生理遺伝部長室長

細胞巡伝部長室玉乏

生f七学遺イi云音聾長室長

形質遺伝副部長｛姦』蓬

生理遺伝副部長宝長

生化学遣伝副部長室長　林

細胞遣伝部室長i

細胞遺伝部研究員

生迎造伝部研究員

生理遣伝部研究員

形質遣伝5r研究貫

生化学遺伝部研究員

生化学遺伝部研究員

生理遺伝部研究戯

生化学逝伝部研究員

生化学遺伝部研究員

生理遺伝部研究員

生化学遺伝部研究學

研究補助戯

　〃

　〃

名

　氏　名　学位　発令年月日

日申灘撒24・・2・3・

駒　井　　　卓　　1理博　24，12，31

竹申．要e！t・，！24，10，22

辻田　光雄　農博25，2，28

松村　清二　農博24，12，8

酒井寛一　農博24，12，7

　　　孝三　　理博28，8，1

吉田　俊秀　　　28，8，1

古里和夫　　　25，1，31

木村　資生　　　24，11，30

後藤　寛治　　　25，1，31

宮沢明　24，10，5
坂口文吾　　　24，4，15

遠藤徹　25，4，30
土　Jil　　清　　　　　　26，　7，　1

飯野徹雄　27・9・1
名和三郎　　　28，8，1

平　　俊文　　　　28，8，1

津田誠三　　　28，8，1

館岡　亜緒　　　28，4，1

藤井　太朗　　　25，9，30

鬼丸喜美治　　　24，10，31

簿

㊦
ぷ

糞

糞

N翼
く簑

驚
，。；‡

ぽ

バ

　併任及び客員

　官職　　職　　名　　氏　名　学位発令年朋備考

文部教官劇｛蝉搬　木原均醐24・12・23併任

　　〃　　東京大学助教授　江藤　秀雄医博28，4，1　〃

　　〃　　北海道大学教授　牧野佐二郎理博28，5，1　〃

　　”　　　京都大学名誉教授桑田　　i義備　　〃　25，8，26　客員

　　〃　　公衆術生院asgiij尾崎安之助医博28，2，10　〃

　非常勤及び内地研究員

　職　　名　　　　氏　名　　学位　発令年月日　備考

外国人研究員Floピa　A．　LILIENFELD　Ph．・D　28，4，1非常勤

国際基督教大学教授　　篠遠　喜入nvnv　28，4，1　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、
　　　　　　　　　　石原　隆昭　　　28，8，1　〃　　　・、≠〆

和歌1［1県立医科大学助教授半田　JI頂ee　医t，，928，4，1内地

　事務職員
　官職　　’職名　　氏　名　　学位　発令年月日備考

文部教官所　長小熊　揮農博24，8，10

文部事務官

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

庶務部長

庶務i課反

会計識長

庶務係長

人当係長

経理係長

用度係長

乙藤

杉生

宮沢

松原

〃

寛・

純義

正夫

碕躬

申野　浩子

門脇　淳三

28，6，1

24，11，15

、24，6，23

24，，10，31

25，4，1併任

24，10，31

24，8，3

↓

1
1



各研究室の概況

田中研究室
　研究概1目のピなるものを之巨げると，1）蚕の遺f云三学n勺イ∂「

劣巳，2）村三了ばソノ1｜］ミ効兄tとそ0，］，ig月」，3）鶏レノ育種0」　㌻）と

なる．

　D　籔の遺伝学的研究　X線産物たる遺伝性遅れ蚕

（優位及び力伽，数栢の致死因子，遺伝性崎形，小卵1ゾ｜、

の遺伝等もあるが，N：　t，こ頂点をおいているのぱ掲円，多

星紋及びこぶの’ぺ女定遺伝子に1廻する研究である．これ

らの形質を疋配する主因子は恒久的であるが，その斑紋

やこぶの数及び離置を支配する変更因子はすこぶる不安

定で，淘汰によりA型からB型べ，父はB型からA型！へ

移行せしめることができることを確認した．この事実は

ポリジ・一ンで説明できるとは思われない．

　2）柞麓の圓長効果とその応用　柞蚕の越年性（休眠

性）が日長の長短により完罰こ左右し得られることを発

見し，これを実際に応用するにはどうしたらよいかを研

究している．それは卵期及び稚蚕期のn長処理により

100％越年父は不越年ならしめることを目標としている。

3）鶏の育種これは全国種鶏遺仁ミ研究会の試験事業

であるが，本室長がもつばら研究を担当している．各地

から集めた7系統の基礎鶏の間にあらゆる組合せの交配

を行い，後代検定により選抜した少数の雄を産卵能ノJの

高い雌に交配し，総当り式交配と近親交配とを併用して

高性能ホモの系統を育成しようとするものである．

　五倍コムギ雑種の子孫に出現する2011の縷性固定種

は，Dゲノムの1対の染色体を失つたD一零染色体値物

で，これにa－gの7種類がある．またa．g楼性より

出現するag互態は，染色体の増加に起因し，Dゲノ

ムの染色体をABゲノムのそれらで置き換えたものに当

る．これは麟病抵抗性育成に応∫日される．

　コムギ近縁種としてカモジグリ’の研究を行い，それが

Bゲノムを含むことはゲノム分析により明かになつた

が，BB植物が何であるかの決定はむずかしい．

　2）人爲実然変異

　入為突然変異特にX線による染色体異常の研究は・粒

コムギ（n＝7）において行われ，X線の波長が異常率に関

係あることを裏書きした．また種々の遺伝子突然変異も

発見され，その遺伝現象が研究されている．この中には

早生，大粒など育種上有望な形質もある．タバコ属や

2，3の草花についても実験が行われ，その育種的利用が

考えられている．一粒コムギの超短波照射実験は一一・i段階

となつた．

　3）サトウダイコンの育種

　三．三倍体の収量の高い特性を実際に応用しようとするも

ので，この仕事は昭和16年木原生物学研究所で始めて

以来，現京都大学農学部望月助教授との共同でやつてい

る．最近初めて三倍体の1組合せが3n－－1号として奨励

品種に才旨定された．

吉田研究室
松村研究室

研究テーマは次の三つに大別することができる．

D　コムギ及び近縁種の細胞遺伝学的研究

最近発足した研究室で癌細胞の研究に主力を注ぎ，特

にマウスにおける癌細胞の核学的研多ξを行い，近来ラッ

トの癌細胞において報告された知見と一致する所見を得

第18図　陸稻Lそイしに混人ナる雑〕；t田での

　　　　　赤米との競争に対する温度の影響試験．

　　　　　（20°C　と　30°C，　元瑚欝」温室）．

第　19　［司　　　　イネa）卜1イ£贋りとFP度巧2〃」各d71和口〃⊃二二f音

　　　　　体，四倍体及び同プロイド問のF，にお

　　　　　ける競争実験．

7
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第20図　左ビルマナス（房成），右仙台長1沙，

　　　　　tli央F1．

ている．マウスの癌については移植性の4腫瘍（滝沢ヒ

ノン癌，エールリッヒ腹水癌，M－Yマウス癌，MY

－“　1；7　X肉腫）及び非移植性の5腫瘍（No．9乳癌，No．10

乳癌，No．12淋巴肉腫，　No．20癌，　B（E）癌）の核

学的研究をなした．一般に移植性腫瘍には分裂型細胞即

ち腫瘍種族細胞が存在するが，非移植性腫瘍にはこれが

殆ど観察されない．滝沢ヒノン癌及びエールリッヒ腹水

癌の種族細胞は四借性で，しかも核型構成中に1個の中

等大のV字形染色体が認められる．

　なお当地方に棲息する昆虫類の染色体調査をなし，ま

たホオズキカメ7、シの仁の特異な行動について研究を進

めている．

竹中研究室

　1）性の決定と分化に関する研究（竹中）

　大麻，スイバその他の雌雄異株植物を用い，コルヒチ

ン処理によつて染色体を倍加し，その子孫における性形

質の表現度，X線処理による子孫の性表現と染色体異常

との関係について研究を進めている．また雌雄同株又は

両全花のナデシコ属やオダマキ等のX線処理により雌雄

異株植物を作成しようと試みている．

　2）　タバコの細胞遺伝学的研究（竹中）

　タバコ属の種間並びに品種間交雑を行い，雑種植物の

外部形態と細胞学的研究を進めると共に，X線による突

然変異体の作成の実験中である．

　3）柑橘の遺伝k関する研究（古里）

　このうち種子の多胚現象と遺伝については，胚数の変

化の原因，単胚と多胚との関係，ホルモンその他内外条

件の多胚に及ぼす影響，有性胚を完全に発育せしめる方

決等につき研究し，また胚発生学的観察を行っている．

　珠心胚の遺伝性と倍数体の発生については，珠心胚よ

り発生した個体が母親より強勢を示す原因としての花粉

8

の影響，珠心から発生した倍数体と人為倍数体との間の

遺伝的差異を研究している．

　4）倍数性植物の利用に関する研究（古里）

　種々なる倍数植物（西瓜，糸瓜，マクワウリ，タバコ

その他）において種々なる品種の倍数体を作り，その耐

塞性，耐病性，収量等を調査し，特に種なし西瓜にしい

なの発達著しい場合の起る原因を探究している．三倍休

の育成とは通常四倍体9×：：倍体8の方が稔性が高いの

に，タバコでは逆の交配の方が利用価値が高い．この問

題について実験申である．また台木としての倍数体の利

用についても検討している．

駒井研究室

　入類及び諸動物の家系的並びに集団遺伝学的研究を行

つている．入類については典型的短指の家系に関する報

文を完成し，また過剰指節及び多指の1家系を調査し

た．小頭については名古屋大学の岸本教授，公i衆衛生院

の尾崎博士と共同の研究を続けている．これは遺伝子に

よつて起るもののほかに，外因に帰せらるべきもの，母

の遺伝質を考えなければならぬ場合もあるようである．

　猫の毛色の遺伝を集卜jl遺伝学的に解決するため，三島

麹●
欝℃

4♂ぴ
　tiX’　／　‘

1繋賭
勉熟難・

第21図 　ゾウリ1・シの超薄切片の電子顕微

鏡写真：大核と食道との断面が見え

る．周囲に散在する多数の穎粒はミ

トコンドリアと考えらイしる．

市その他で飼猫の調査を行つた．その結果，茶色の遺伝

子が伴性であり，黒，惟などは常染色体性のものである

こと，三毛は茶のヘテロの状態であることが疑えなく

なつた．三毛雄の成因，その生殖力欠如の理由について

は，新たにXとYとの間の交叉の結果，Xの茶色遺伝子

がYに移り，Yの雄生殖力の遺伝子がXに移つたためと

考えた．この説の当否を確めるため，40頭以上の三毛雄

の資料を集めたが，これと相容れないものは一一・つもなか

つた．

x▲

冤

1
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第22図 　化学実験室の1部（・・ンジーの花色の

五1｛云ノヒfヒt’｝t．’を弓ミーゾ］よト1父D．

　そレノほか2栢）ノll叫1三（－Lン］・ヅ・・∫ウ］：ミF’リシジミ），

プントリノ、こ：，けジ・、tイ∵イについても研究中であ

る．

　、「研究員は1力’θsθ／）ht：／aγ〃「どの’り｝二～に関する集川ILi仁

学n勺研究を行・）ている．

　－f：川研究此㌍｝・ズミの」凱・1研究と系紅C育成］二に征粗・

ている．研究⊃ノーt－．、’としてぱ1自］率発癌一系統．」）分・肉1［のほ

か，週期判脱『［．ll：一劣性ま、だらの変「～・1に関一」るものがあ

る．

’

　　　　二∵

　　　曝
　　　ご　　　　±・④壕
　　ぺ、　　　　窃
　　　”職

　　　　　　題式フ　’　・＾

　　　鞍癩ハ

灘

夢∴ノ
　1遮鏡、・s

　　が㌃
・　〆
　　櫛夢姦を、痴パ
　　　縞ff｝
　tthe蹴

第23図　　Soノ㍗れ〃（1の1〔嚢形成：右トの黒色」t一嚢

　　　　　はX線照射に〕一川也」t一形成の中絶：ヤイ1た

　　　　　子嚢．

酒井研究室

　D　植物における競＄

　　A）競1争分散に関する研究〔酒1卜，Jl：［ll）

　イネ，ムギを川い植物集団内レぴ1〔争による余分レ，分撒

に関する研究で，また競争・効果を含も・日「；柿：集団の沓栢分

散の分析推定式を作り，これが実験的証明・ltrし1：うとし

て（J、る．

　　B）競争・の働き方に関一q｝る研究（酒一川，径肱，鈴仁）

　イ不，ムギを1三角形1本和∫i三し，6個M－：りかこ、㍑ノ

効果を，周囲の異凹／ll・、体数を変化一Ll－　1．めるこ1’に〔り実

験し，またオオムギにおいて植物間の距離と競！rl・効！胞

播種壇及び施肥冠と品種聞レi埴莞争の変化につき実験中で

ある．

　　C）競争力の品栢「旧の差異と・この1遺伝（酒井，後肱）

　イネ，オオムキで品種による競争万の差異につき研究

を続けている．

　　D）倍数休の競争力に関するIUK’yheu’（酒井，鈴本）

　同質倍数体及び異質倍数休1力値物進化における役割を

明かにするため，オオムギ，イネ，Abek・noschtts，　」tム

求Ei－ C　ライム・ド’c｛戊ご、161灸r白．

　　E）作物品種の退化の原因としての競争に関する研

　　　究（酒井，鈴木，井目P

　陸稲の栽培集団に混入し，その品質1ほ：量を裾Lkドさせる

赤米に一・）き，陸稻との競争のクナ析を行い，更に自然交配

による陸伯品種レ）・劣恕化の可能1性を山＞」〈一している．

　2）量的形質の遺伝

　　A）ナ＼の埴1杓形㌘tに関する研究｛後藤り

　果実∪形質を主として，沓種の｛止的及び生Jll！的形質の

遺伝子分イ：ノrを行つvC’いる．

　　B　’）トウガラシの一吐1杓形質に関する研究（鈴木）

　果実，花器，葉などの細長さのlnなる2品種を交雑

し，イ千形質の細長さを決定する遺レ丁・について研究中．

　　C　）　　　タ　　ノミ　ー1　Lノ）乃1三ly＞）Ji’／多、質・ノ）〕』・if－＿”Ct，］；r［tl’sJイリ1：う｝三　　〔IJ　I：［IT　）

　葉の巾’日’歩合をゴ三とし，葉凹その仙」川：フ質をも併せて

研究している．

　3）育種の理論（酒井，川目，井山）

　主として自殖判i植物のデ了種次，雑種集団におけ」1：，選抜

の理論などにつき研究が行われている．

　4）数理集団遺伝学的研究（木村）

　これば集団構造に1廻する研究，淘汰作川の機会的変動

と集団叩における遺仁’1丁頻度U）bi］時分布Introgressive

第24図 　トウr：「‥シ黒穂t？‘icり・・チづ一ン突然

変異（左）とイこ完イご復り傭い1川　こ：完イそ復戊il｝

（右）上列ほ・チ・e－・ン添加」1川∪培養，卜

列は最小限培地培養．
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第t25　区1　　　矛rl文コ1三予寂Z二英文コ1三幸艮，

hybri・li・Elti・m　V）過程における染色体部分、）組換にv・い

て，自殖植物におけるガP鑓伝子の淘汰と染色体1τ隆の

導入等の研究に分けられる．

　5）植物器官における左右性決定の遺伝学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木枷
小穂排列における左右性決定の遺伝学的／り院と夕狛：第

1葉のた＼み方におけるノ1：右性借の研究〔りオCる．

辻田研究室

　D　慧の発生遺伝に関する研究（〕し川，1如D

　　A）家蚕の崎形矛統の研究

　いろいろの崎形系統を川い，遺伝子分析及び崎ノ1：多休制

の分化について発生学的に研うξしている．

　　B）E遺伝子君の研汐巳

　E遺（一・、子群の致死作川，本群遺伝

子相互間の細換につき研究中である

2）慧の細胞生理遺伝に関する研

　　究（辻川，坂II）

　　A）黄色死蚕の研究

　黄色死蚕の遺伝とその致死原因に

ついての遺伝生化学的研究である．

　　B）アルビノ致死蚕の研究

　この致死征についても遺伝と致死

原因とを探究している．黄色死蚕と

致死の生理的原囚は似てい三，が，遺

伝子は上く別個で，占位染色体も同

じではないらしい．

　　C）ヒマ蚕の遺伝生化学〔1勺研究

　幼虫の体色には淡ぬ：色，淡黄色，

白色の別がある．そのうち淡黄色の

ものについて研究した．

　　D）昆虫バイラスの研究

　シー’ウジ1ウバエのジ，Lノイドや蚕の潜在性バイソt

を対象として，細胞内におけるバイラ’：成分を，細胞組

成分から識別し得るかどうかについて研究している．

　3）電子顕巡鏡による研究（辻nl，坂PJ，津田）

　染色体の微細構造，細胞質内物質，昆虫多角体バイフ

ス，超薄切片による細胞微細構造の研先等を行つていン（、．

超薄切片に関しては蚕の睾丸，消食管，波膚，マ’1ピV

一管等，微生物は酵母を］オ料とし，固定，封埋，切断技

術等について実験ll；である．

名和研究員は・・イの蹴・紫螢）t物質である1・hthy。－

pt・rin，黄休色蜘填及細胞帰髪色物質につき研究中て

ある．

　津川研究員は・’オヵビと1・　1’・ジヵビとの突然変則111に

heter・C・ry・1・をth：り，そ・1溺ll胞1混、学nく厳びに遺仁脱

イピ胃1勺研究を行い，大腸菌し・）有判生殖｛ir機構について1、

電子顕微鏡酌に研りξしている．

林　研　究　室

　最近発足した研究室であるが，林宝長，遠藤研究［1い

花色並びに植物色素］〉般にわたる遺レ、生化学をIIT心「し

た研究を行うノ∫針である．そのゾ’一ぐ㍑計画rlrのも　、を

含めて次の如くである．

　1）花色変異と色素構成との関係

　ゴ三として．プントチノ’ン，ソフボノイド，　ηロチノイト

系色索を対象とし，　クVマトソラソ決や分光ク♪狗法∴’川

いて定性および定量を行い，花色変興しり基本rl勺要レ寸刀川月

第26図　ゴルトシ”tミツト文庫， 第27図　　電子顕微鏡．
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毒’

C

　第28図　　X線室：；（iilUl　，i　JI硬X線発生装lnlで1この

　　　　　　机のトにあるのは影岡1測定川のイオ∵一メ

　　　　　　ーター．左側け：中庸のX弱↓発生機．室は

　　　　　　鉛板張で左の小窓｝よ制禦盤嵜｛』の境であ

　　　　　　る．

かにする．

　2）花色発現の生化学的基礎

　戸ントゾァン色素に基く花色の発現には，細胞液の

plIによるとの説と，林らによるノ’ントソ㍉’ン色素分子

の金属錯塩によるとの両説がある．これをめぐる諸問題

を細胞化学的乃至分光化学的方法により追究する．

　3）花色の遺伝子系の確立

　三色ペミレ，アリーガォ等を川い，色i4端戌の明かな系

統間の交配により，花色に関㌦する遺伝」一一，例えば特定

色素（〃三1ジ「1，　ゴ］］Jl側，　《）xida　iji《m，1ncthylat｛《川，　ghlCosi（la－

ti‘）11等を支配する〕↓8伝子或lll生｜仰止を支・llUするPolygene

系を分析する．

　4）生合成過程の研究

　正常並びに栢々な条件ドにおけ：○色素形成の過程，こ

れを支岨する酵素宇を追究する．

　5）・人爲実然変異の研究

　6）花色の生態学的研究

　飯野研究員は主として1じ穂菌を月1い，生活環の各段階

を経過する条件の分析，連関群を決定するため各系統間

の交雑，化学物質による突然変異の誘発等につき，微生

物の遺伝学的研究を行つている．

出 版

　創立以lk＞北Eでにll｝版したものは，邦文及び英文の

年報で，その概略は次の如くである．

川版物の名称

国、フニ遺伝学研究所年報
　第1　沙　（1；（｛不H　24～

　　　　　　25｛ド｝変）

NationEtl　I．nstitute　of
（．｝el’ietics　（Japan）．

Almua工RePort　N《）．1

　（1949～1950）

一一ジ数1獅蹄数川坂酬馴

79

53

国濤欝纐1翼引92

National　Institute　o　f

Gelletics　（Japan）．

Anntial　Report　No．2
　　（1951）

国・フニ遺伝学研究所年報
イ宕31Jd－　（ll／｛不l　l　27｛ド度）

70

103

1，000N（｛・fll　26－｛F　9月

1，000　11／｛不1126　｛1　：1　1月

　　　l
l，OOO　ll「｛羽1271ド6　月

　　　1
　　　1

1，000　11VJT　1：’ll27　！・　1三10月

1，000　11f｛fll28fl三8月

　　　1

　かまうにわれわれの出版は，担ご貧弱でiちるが，将来ぱ

研究員の業蹟で，大部のため他に発表の道∪ノないような

ものは，適当の∫ン算を得て欧文をもつて｝ニリ行し，世界の

学猟に寄字したいと考えている．

第29図　　軟X線発小装置：’r∫1‖ljにあ；．1力ほ1ン

　　　　　デンサ…・ゾ1ニニバーてノ∫年？i型びノポ〃’

　　　　　ツト・ゾ．。ン・｛’・・の線ll；：を測定1“’るもの．

　　　　　ボt7’ツト・ゾー，一シ・ご…ば行研究［iが身体

　　　　　につけでX線被照刎肚を測1］X）線防術に

　　　　　備える．

第3’）図　　各種紫外線発ノ1三装1ド｜1：イi端は365｛），：X

　　　　　（超高圧水銀灯），次は：～130A（健康線川

　　　　　螢光灯），次は2537A（殺菌灯），左端は

　　　　　2500A（石英高圧水銀）kj’）の紫外線を出す．

11



図　　書　　室

ゴルトシュミット文庫

施 ヲむ

沃

　新設の本研究所の最大の悩みは文献の乏しいことで，

殊に外D欄1誌のバ・・クナンバーはゴくこれを欠き，単行

本もまた蓼々たるものに過ぎない．幸にして手に入つた

ゴルトシバット文庫は，ある程度この渇をいやしてく

れている．

　Prof．　Dr．　R．　B．　GoLDscHMIDTはBerlin　Dahlem

のKaiser　Wilhelm　Institute　ftir　Biologieレノ副所長当

時多くの日本人留学三ヒを指導し，また度々日本にも来朝

し，殊に19241926東京ノ（学講師在任IFは各地の大学

においても遺似学を講義し，ll本及び1二1本入に対して深

い理解と親しみとを有する入で，殊に日本の埴輪の研究

については・家を成し，これについての著書も∂）るほL．一

である．遺伝学者として最も間「丁の広い学者で，主なる

研究はL．wn（ti・ztriaの1性決定，　Z）rosOPhilaの異質染色質

遺伝」一一に関する研究等であるが，その仙動物遺伝学のあ

らゆる分野にわたり，また植物に関する論著もある．生

理遺仁、1フ1は八の初めて提唱したWlしい研究領域である．

1953年イタリーで開かれた第91111国際遺伝学大会｛こは

総裁として川席した．

　氏は1936年アメリカにti子；，かれCalif〈）rnia大学教授と

なつたが，1948年4月満70十一を迎え，同大学を停年

退職するに当り，1日友，知己，門下生の多いn本遺仁学

界のため，殊に多年交詑の厚かつた当所所員らの請を入

れて，その膨大な臓：1｝の眺渡を快諾され，5万部を越え

る別刷と数百部の単行本とを送り越されたばかりでな

く，その後も引き続き別刷や単行本を寄贈せられ，文ぽ

ぱfド々成長しつつある．この並々ならぬ博Lの友情は感

謝に堪えないところであり，貴頂なる文庫所臓のために

不燃質構造のll｝庫をそE築寄贈された静1蹴［当局の好意と

共に，われわれの永久に忘れ得ないところである．

到着年月

1951，　　2月

〃

t！

1952，

〃

〃

〃

，　6川

，10月

　2月
，　5月

，　7月

，10月

計

別刷部数目∫畷雑誌臓化

50，844

1，164

　270

　1C6
　1501
　177「

52，711

629

　6

　3

　1

　1

　3

　1

644

233

39

29

29

28

21

23

402

計

51，706

1，209

　302
　　3｛｝

　］35

　174

　201
53，757

　国外嵜贈図書，報告類

　前記文庫以外の外国よりの寄贈［刈書別刷部数は次しノと

おりである．

年⇒図1・1・雑誌報i・i’別刷　。1・

1949－1950

　1951

　1952

1

5

85

47

国内寄贈図書，報告類

　　　　　　　　1年　　度　　図　‘ll．

1949　　1950　　　　10

　1951　　　　6

　1952　　1　43

　　計　　　　59

購入図書雑誌点数

年　度「和、辱

1949　　1950

　1951

　1952
　　計

162

36

164

362

3

82

雑　誌　報　；1「

　12　　　37
　265　　　　　100

　256　　　176

　533　　　313

洋、il：

150

241

　74

465

65

444

和，、e，　洋誌

11

10

13

34

15

25

40

1，1

11・1

151

5イ8

59

371

475

905

、、1’

323

302

276

9｛｝1

第31図　　恒温室機関室． 第　32　「SCI　　　イヒ　　！’芦　　’ノミ　　、験　　彗｛．
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第33図 シ。ウジョウパエ飼育室．

電子頚微鏡実験室

電」一一顕微境（電子光学研究所製作川型｝・超遠心機

（Spi，iC。　L型），ウtlレ1・ラ・ク1・　F－一・・（SPencer超薄

切｝｝一川ミク・川・一ム），真空蒸着装置その他が備えつけ

られ，生物体組織細胞並びに染色休の微細構造やバイラ

＼その他1力研究が進められている．

X線実験室
　ほぼ理想に近いX線宝が完成し，硬軟各種のX線を照

射できる1－・∪溌生装置（2万V10mA・3万7・5フ元

V30rnA，8　20万V30　mA連続照IJJ）がすえつけら

れ，イオt　一．メ’一ター，紫粥泉発生描批び・臼照度則定

装置ダン・・・によるrl動換気装置・ター一一一・・ラ’一一一ゾノレそ

の他が設置された．入為突然変異誘発を日的とする各種

動植輌・x線及び紫外灘｛射，並びに生物休の1’惰購造

擁瞭するためのx線襲‘澱影等が行われる・

恒　　温 室

閥魅を：tさんで六つの・J・宝が謝パれ・フレオンガ

，波用に1、㌶波レ㌧置と電熱暖房・曙との0剛にkり・

常il9・・，5∴1・」，15’，20°，25℃・順温がイ購さ

れ，材料川w∫：，発育の抑制又は促進・高温父は低温レ）

形質発現に及｛iTl1！ラ響の研究等に大なる貢斌をなしつ＼

ある．

光学及び化学実験室

　こ＼には光fR色沢計，真空ポンプ簿が備え付けられ，

近く分光光度計も入ることはξつている・主として動随

物の遺伝生化学に関“9一る研究が行われる．

ショウジョウバエ詞育室

　ショゥジコウバェの飼育は，盛夏と冬期とにおいて特

に困難であるが，本実験宝は恒温装置を備えて常に・定

の適温を保つことができるので，系統の保存その仙交lllli

実験，突然変鷲誘発実験等には非常に便利になつた．

第34図　変　電　室．

微生物実験室

　ミクけマ．’・ユヒr．レータ㍉鐸ξ外線殺菌宝，殺菌宝

（乾熱，蒸気，低温等），培養恒温器こレ’f［LJ，が備え付けら

れ，最近長足の進歩を見た細菌，糸状菌その仙微生物の

遺仁ぺ三学泊勺イill：究力｛当イ｝戊卜究IW’ごも戊卜（りヒ（）“らオしることになt）

た．

調　節　温　室

　機1周研究費550万円を以て昭和27｛ド度に建設された

ものである．恒温，恒湿はもちろん射光条件をも任意に

調節できる装置の下に，動植物を飼育栽培し，発育，成

長，遺伝子作川発現に1周する生理遺伝学1的研究を行うの

に役だつている．　トリオン（電気n勺除塵｝㌧置2台），工1’

ソーンプ（フレン］’ン12使月1の～llλ湿度ILI動ll川f〔lj装｝置5トン

2台），ハイド1ノリー一ム（自動ll勺ガスボイラー1台）そ

の他の施設を備え，本研究所に1偉観を添えている．わ

れわれはこの温室の性能を最大限度に駆使して，有益な

る研究の続々出現することを期i　，ijiする．

温 室

　日本専売公社の好意によつて作られた46坪0）建物で，

現在は単なる硝丁宝に過ぎないが，将・｛ξは暖房設備を入

れ，温室として使用したL・希望である．タバコ関係の研

究材料を初めとして，各種0）材料植物の栽培に当てられ

る．

昆虫飼育室

　家蚕を初めとして野蚕，野外昆虫等シいンジコゥバェ

を除く昆虫類，その他淡水魚類，1川：友類，軟体動物，原

生動物に属する小動物の飼育並びに実験に供する」ち定で

あるが，王見在02ところ，わずJb・11二養蚕コξ31．5J－｝F一がf｛｝．・k

たに過ぎない．11LIも早く残余の70坪を坪1築して∫弓苫

の計画を遂行したいものである．
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　　　　　　　ネズミ飼育室

陀挟い仮・J・屋こ1飼育を行・ていrこが，・今1・JI　88・J・加

本建築が川ぽこととなり，EI一融築中で本年11　Jdl二

ば完成の見込である・当初の6崎系統は北ll樋摺・ll・貯

部動物学教室からの肋で，R・tt・．・S　3系統w、15系

統，計約5000頭を飼育している．そのほか米国Natio－

n・1C・ncer　lnstituteのD・．　HEsT・Nの好意により乳癌

や印刷初発生鞠ノ高い7系統が直接当所に」迭られ，別

に同研究所から却疋大学回：蝉鍵ミに入つた2系統胴

大学、llり即られた．

　実験圃場
番号別面積

番号

西．一番圃

西J：〃

西・1〃

東・番圃

東’1〃

東・三〃

］｝て1ノし｜　　〃

東1［〃

東六　〃

　計

実験圃場・その他

　面　積

　676．9」’ド

1，713．8

1，762．4

3，1622

2，375．8

2，547．1

2，543．4

2，373．3

　54（1．0

17，694．9

主な研究用栽培植物

　コムギ，エジ11一フ

トウガラシ，ジL一ヤ，

ランドリウム，1アリ．，

　栽培植物

・　般　作　　物

　　〃

翻腰瓢ll：纏灌）

未　　耕　　地

遮籔燃鰍縣ξ）
桑樹及び・般作物

一　　　自2ヒ　　　　ィつ三　　　　4’1／J

桑樹，ク　．くギ

　　　　　　　　　㍉・オオムギ，オカイネ，ナ∵，

　　　　　　　　　’lr・／’一’jZク，　ソ『ア㌧　Il，　∵イバ，　メ

　　　　　　　　　クワ・　クスキ’，　ニイヲJ　仁：f「’剖∨ll，

二：倍↓性，四倍L性），マクワウリ（1几1柑；Wi），ダイコン（1几1倍

性），サトウば，バンジー，アリガオ，ア，1．　－7。ル

ソハ　タバコ，：1　．・lVクム，トフデパカンゾア．

　庭園及び道路

　観賞用庭園樹種ヤx’エ・；1－，こ三一’，ノ’オギリ，シンジ

・・カシ・ツパV（131極），ツツジ等のほか，…メリカ

より贈らオけ“・・1タセrイヤ㍑極めて活1餌C生育ぶりを示

し既に3．2メ’一ト・1の高さに遼しており，：1∵rlGで㍑グリ

ア品種のメ（きなrlレクS一寸ンが庭園の・隅に研聾llつて

いる．また50品種にのぼ〉：ピリ・クつが路傍樹として植え

付けられたので，陽春の候一リクラの名所となるIZIも遠く

ぱあるまい．

　晶種保存園
　市内谷川顕の内の∫己有地4、4］8川を㍗1地して品種保存

園とし，その］部に240川の水川を設けてイネの栽培に

当て・また1部に宿舎を雄築している．別に水rH　120川

を借地してイネを栽培している．

諸 会

　室長　会　議
　大学の敦授会に相当する会議で，毎1ゴ第1及び第3水

曜liを足例会議nとし，所内の破吸問iμ1はすべて∵ノ会

議にかけて協議さ力る．

　雑　　誌　　会

　ゴ三として外国佃i記ミに発ノミされた論文の抄読〔『、∴る．

盛夏の似を除1のほカ・厩川1川／卜lfl川に川1．

　Eζi《）1（）9‘i《・：t’1　　s．srl‘‖8x，si；1［　〈）t・　　DI　isi1｝）：‖

　英語で行う研’タヒ発五父㍑祠察∫li｛1等L・，1川ilF、ヴ・語こす

るのを原川とする．班語のsp〈’algi｜ぽ　1　hいari！・9‘川札Pl

を1・1〔白とし随時日｛・1催する．

　日本遺伝学会三島談話会

　研究所並びにf山1［∪会員に1こり川織さわ，大Wり1川

i：曜｜「の午後1’li－1か、i　1る．

　染色体学会三島例会

　随時開催で，最近この第1川［が・行われた．

　若　　葉　　会

　当研究所職員並びにこれに準ずる！，　V）をJ’Jsて相織し，

会員相互の親睦を計るをr晒1二し，／∫戸儲ミA］Yく2川川ク

リJ］Lttシ1ンをfS）ている．現「1三会員約60名．

第35図　　調節温室：前景は気象観測川百葉箱． 第36図　　調節　i温室夜量．
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■

，　　　　ハ

／芭

イ彩37図　Air　TernP（クライスラー

　会社製．Fackaged　air　c・nditi・ner）

　：　1ニク｜’ill’・ノi：fしllj　y）才：i’i｝よトリオ『ン．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ，大学又は大学院に在学ll‘の▲12！．．L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものぱ所属学長又は学部長の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦状．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt，た学及び句：門学校卒業生に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lc未就職のものiJ：，最終学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校力学長，学部長又けこ学校長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の推薦状．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ，官庁，公私団体の委任によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものぱその所属1『る長〃ノ推

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薦状．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4条　特別研究生（t所長力命にL．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たがわなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　op　5条特別研究ノkの研究JiJl川は1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ4ド以内とする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し1年以1：研究を継続1ようと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する4。のは，所長の許II∫を得て更
　　　　第38図　1謝節温室〃）ターンテーゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’こ1川三」以1勺！tJ川ijを延⊥、ξ「るこ、と7」｛’
　　　　　ル（ガラス屋根にぱ水7’V　k’流れてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で吉る．　　　　　る）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6条　特別研究生の研究に嬰1一る

　　　　　　　　　　　　諸経費は原則とじ（：rl己負担と1一る．

諸　規　程

　客員　内規
第1条　二ゐ研究所に客ttを置くことがでキる・

第2条客員は遺伝学研究に造詣深t・もので，二の研究

　所に：」‘∫い一研究を希望」一るものL内から所長がニイ時

　決める．

笛3条客Uぱ所長の指示にけ：がわなければならない

笛4条客Uけ遺伝学研究をな．1一ため，この研究所の諸

　設備主使川1’る二Lがでキる・

第5条客員川三の研究所ハi者設備tlr使川してな1た研

　究業績仁所長・・承，、1註得て発表1『るこ已がで皆る・但

　1，その場合け｝1：の旨を；1己載しなけイしばならない．

第6条割し部段発表担一るにit，この研究所の業績

　榔lrj｝：”i”川．・・i）1Lがで涛る・

　特別研究生内規

第1条　二・・川究所∵特乃lj研究生；ご置くこしがでキる・

第2条　特＞N　ii）レ究’1川，た苦又ぱ専門学校に一t」’いて閲係

　学科を修1・・又一’　ll・同等以仁の学力ある者に［て所

　長が特）川］；1：’フ1：’L一二適当であ5Eli：Elめたものに限

筆3条特別研究ノ｜ゴ1て指導イご受けようEするもの

　は，所長あ・「一，二左力11自1頁石提出1て許“∫イヨ！担’け・ltば

ならない．

　1．願　itl：別紙様」Cに〕こる

　2．履歴Ji：

　3．推薦状

第7条官庁，公私団体から委任を受けて特別研究生と

　なつたものについてぱ，前条に〕：らないことができ

　る．

1第8条　特別研究生dk　IF）らかじ品指導教官のll1可を得て

　この研究所の諸没備を使1［1するこEがでさる．

第9条特別研究生ぱ所長の許P∫をイ！／て指導を受けた研

　究業績を発表・1一る：、とカミできる．fluその場合｝エ，そ

　の旨を附記1なければ方こらない．

第10条　特別研究生が研究業績だ発表するとき1よ，この

　研究所の業績報告81トを川いるtとがで斗る．

第11条　　　二・7）1・勺月↓〃ノ方也イfiこ要」『る糸川t！1」lJ：JJIJ’こフじめる．

　研修生内規
・第1条　この研究所に研修生を置くことができる．

第2条研修生はネ刑iリ高ξ亭学校又倒日制専門学校を卒業

　1た者及び新制J〈学／1三学中ノ・者，Wl．くはこれ・⊆同等

第39図　調節温室用水Cooler．
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第40r図　　養　　蚕　　室．

　以トの学力ありと認めたもので所長が研修生りて適

　当とli忍めたもCり1こll艮る．

第3条研修生を希望▲『るものぱ所長に左の書類を提川

　1て許II∫～ご得なけイ1ばならない．

　1．願　書別紙様式のもの

　2．履歴書

　3．卒業証明書（f山＊Ji一制大学在学中のものは所属学

　　長又は学部長の依頼状又は在学証1明ハll：）

第4条研修生it所長の指示に従い指導教官の下で遺伝

　学に関する学理口劫li了とを研修する．

第5条　 イ肝‖多ノ仁’こ1より頁1！llと1「ご糸n・与オ∴支糸含1・なし・．

第6条研修生の研倒U川担1年以内け一る．1旧必要

　ある場介11許“∫を得〉二延10けるこ［二がでキる．

第7条研修生が所定の研修を終」川たいいll終j㌔1｜三明

　8牲を交付」『るこEがで・1一る．

第8条研修生に成業の見込がt；：いtz　・X一うくi）1所長がその

　退所を必要些認めたEキ11こ；dtに退所を命ずる．

　練習生内規
第1条　この研究所に練習1kを置くことがで古る．

第2条練習生は旧制・恒C二学校，新制高等学校を†喋し

　5〈iJ：．：／しと同等以1二v・学ノJあるもので，遺f．ミ学を研究

　こようと」『るものの内力・　D・所長が練習生こヨて適当し

　認めたものに限る．

ノ第3条　練習生を希望すろものはノ9i一長に左の書類を提出

　1て許II∫を得なけイしばならない．

　1　．　　　　販〔　　　　　　1！｝：　　　　　Jjリ　和〔　イ〕：　Jk　ソノ　　も　　ソノ

　2。履歴、IF

　3．　学業成糸ノfl剤三IYj－r穿

第4条　練習生1」所長力」旨示に随い，研究貝の下で研究

　業務の補助に従」」臼遺f云学に必安な学理と技術の指導

　を受ける，

第5条練習生は原則として給与は支給しない，

《T5　42　「叉1 夜の階上廊一ド：夜を日に継ぐ研究者

の態度ほ廊下の夜景に象徴される．

・第6条　練習生U随同…研究所外に於て研うピに必要な作業

　に従‘］1：1『る二Lがで寺？1．

第7条　練習生の研修！Uj川は1力年し1一る．　flU必要の

　ある場合（」延期▲¶る二［一がで；’X一る．

第8条　練習生には所定〃期川を終」叩た』こ￥は，必要
　　こ1，L；じ’イ1汗イi参、剖…1リJ、｜：：イ：イ已イj’」一《〈～　二　・E？う：∨ご三ミキる．

第9条　研修期間中練皆1生と1．て不適当な行為のあつた

　場合u：退所を命ずる・こしがある．

　ケ
③

秦野たはこ試験場分室

　1㍑イぐ、㌧・：売公ト「1けバー・品種改良の

基礎的研究をjyi㍑学研究所に委託し

昭和25年2月1衰野ナこぼこ試験場1

島分ヨミ（たばこ研究宝）を研究所内

に設置し，㌘バ〒tの肥培管］：ll！等を担

当し，併せて研究をf了つている．

　たばこ研究室名簿

　分’侯←k任　川中正uイk

　分宝　員　’〉井1；隻∴∫1｜目富次，

　　　　　　綾部富雄

　外人研究員F．A．　LILIENFELD
第　41　1叉1　　　ネズミ自d育’ノkl験室杁l　l・［1珂1・Xl．
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泉

●

　　　　　第43図　　 ゴ了1　　　　会．

委託研究内容

L課　　　題　タバコ品極改良の基礎研究

研究打1当者　木原　 均

研究分担
　1）優良形質の本質に隈｜する研究けこばこイiJli究ζ吉，

　　　酒井研究ζイ｛）

　2　　）　　タ　ノミ　：t　～日㌔↑「」fi．し1ノ）二［三ユ：li｜＾三i二］よ！…i　tt：二1良／－」一　／／・・3　イIJ［ii．」／日　　　（　フトこC　貰　こ　イ｜）［－

　　　究（め

第441刈　　7』11室に」1え㌘さ〔．アニタバコ．

　　3）タバコ種問交雑に関←弓一る研究（竹中研究宝）

　　4）人為突然変異種り）；育1克に関する研究（イ公村研究

　　　　宝）

　　5）バイラベと遺伝に1k，1するイi）・li究

　　　　　　財団法人遺伝学普及会

　沼　　革

　昭ポn22年5」］財1・‖γll人1貴㍑学イillこ究所し．后受、1∫：・｝膓LLたが，

川ぽ遺仁学伺二究所・り設、【／l－r－i－　L’，れるに及び，これ・こ・財団洪

人川巳学普及会と改称し，も’・ばら川伝学晋及Nl王を行

うこととi∫”．）ナこ．

　役　　員

　会　　長　小｛iじ　川

　」rl！　　㌦　．］こ原　均，「㌦ノト　事，小1〔じ川，イば川」膚．人，

　　　　　　臼中　‘t！1’，’f：1：村’llh　l

　監　　・∵　川ilT，，iG－！；目、，川1じ℃㌧ξ，川1川ll・11川

　常筋凹1：11竹中　‘1ト1，／：1こN・liii　l

　事業概況
　佃誌〃ノ損㍑〃示！ロll生㌧ノた・・b　il川1日ト｝川1ぼ．1：目㌧・1編集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，　t・1：’ミ1成を田1，遺伝学に隈「」る㌦1［i：川．ノ［ぺ／・Ll！Wh’・

損仁学実験1ルJ・器具の改ば，新・㌃餐山爬作一ll川」’・幻燈

月」＼ライド’∪）：杉案争C作㍉JVi　j．［i仁るど1㌘戊ミr卜I　AIノ」、頂力‘i勿ノZじぺ佃「目勿レ．ノ

墾i夘〔及び酉巳イ寸．

冠団法人全国種鶏遺伝研究会

　沼　　革

　鶏の品種を改良し．脅菱良斉　・なる子∫糸をヨ…ずる系統の

樹立を終局の1－1樗｛とし，任意川休として昭ポll　25年9月

発会式をあげ，lptl　27年4月法人認uJを得た．

　役　　員

　会長　小熊揮，副会」ミ　ln中義麿（種鶏〕U伝研究所

長），米野tyl七郎，高‡喬広治．常：務理事中村竹・外

1二j’［R’lil：15　frri，　！濫三1昼2f4tG．

　施　　設
1蛉・誕郷古1棟（ニハ6」・D沸11・卵育；ll店1棟（57・25」・r－．）・

コ11．、・－
?戟H6相｛（18　」・ド），　・（ヒノiiS　1季東（21．25♪｝㌃）．

　111㌧（1粉：卵機1．　1　，　500卵ノ＼）1，’1溺ll器（4段式・ミタリ・－3・

　研究経過

　研究川当者　川lir義職

　：兀礎知仏系間｛二あらゆる門11台を行い，・き力Flの成績に

より原柿知（此lll雄）を選抜し，これらを基礎鳳｝雄に配し

ている．今・後その」’・を再び総当り式に交兜して選抜を繰

り返す方針である．そのほか産卵能力の1内OJ判定，哨：化

畑を異にする個体間の1戊／l卵性能比較についても研究を進

めている．

第45図　　種鶏遺伝CJ1：究所鶏舎．
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1

本館内部配置図（上図階ヒ㌧ド図階ド）
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新館内部配置図（左図1経七右図階ド）
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